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 2015年北海道新幹線「（仮称）奥津軽駅」開業！

成田りせ子氏【自治功労】
　●今別町行政相談員
　　平成元年４月～平成21年３月
　●今別町社会教育委員
　　昭和58年５月～昭和62年４月
　　平成元年５月～平成３年４月
　●今別町連合婦人会長
　　昭和63年４月～平成２年３月

西條　總逸氏【納税功労】
　●関口納税貯蓄組合長
　　昭和56年～現在
　●今別町農業委員会委員
　　昭和55年３月～昭和58年３月
　●関口地区総代
　　昭和61年10月～平成元年３月

受賞者功績

東京の明治神宮で大川平荒馬が躍動！東京の明治神宮で大川平荒馬が躍動！相
内
紀
貴
さ
ん
（
浜
名
）

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　（
水
泳
競
技
）
で
優
勝
！

　

11
月
６
日
、
７
日
の
２
日
間
、
県
観
光
物
産

館
ア
ス
パ
ム
に
お
い
て
「
結
集
！
青
森
ま
る
ご

と
お
宝
自
慢
市
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
40
市
町

村
の
自
慢
の
品
々
が
一
堂
に
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
北
新
幹
線
全
線
開
業
を
記
念
し
て
県
観
光

連
盟
が
主
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
屋
外
特
設
会

場
に
は
テ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
並
び
、
小
春
日
和

の
陽
気
に
誘
わ
れ
大
勢
の
人
々
が
繰
り
出
し
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

今
別
町
か
ら
は
今
別
町
商
工
会
（
本
郷
鉄
男

会
長
）、
大
川
平
加
工
グ
ル
ー
プ
（
小
鹿
久
子

代
表
）、
奥
津
軽
い
の
し
し
牧
場
（
嶋
中
三
也

代
表
）
が
出
店
し
、
加
工
食
品
や
町
の
特
産
品

を
販
売
し

ま
し
た
。

　

11
月
2
日
、
平
成
22
年
度
今
別

町
褒
賞
授
与
式
が
今
別
町
中
央
公

民
館
で
挙
行
さ
れ
、
成
田
り
せ
子

氏
（
今
別
82
歳
）
が
自
治
功
労
、

西
條
總
逸
氏
（
関
口
・
83
歳
）
が

納
税
功
労
に
よ
り
今
別
町
褒
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
田
氏
は
平
成
元
年
4
月
か
ら

平
成
21
年
3
月
ま
で
の
20
年
間
の

長
き
に
わ
た
り
今
別
町
行
政
相
談

員
を
務
め
ら
れ
地
方
自
治
の
振
興

発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
條
氏
は
昭
和
56
年
か
ら
関
口

納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
多
年
に

わ
た
り
納
税
意
識
の
高
揚
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を

積
み
重
ね
、
広
く
地
域
社
会
の
振

興
発
展
に
寄
与
さ
れ
、
他
の
模
範

と
な
る
優
れ
た
業
績
を
残
さ
れ
た

お
二
人
に
、
小
鹿
町
長
よ
り
褒
状

と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
成
田

氏
が
「
受
賞
は
町
民
の
皆
様
の
ご

支
援
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
町
発
展
の
た
め

に
さ
ら
に
努
力
を
傾
注
し
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

成
田
り
せ
子
氏
・
西
條
總
逸
氏
　

　
　
　
　
　
今
別
町
褒
賞
を
受
賞

謝辞を述べる成田氏と
後列は西條氏　　　　 右から小鹿町長、西條氏、成田氏、長島町議会議長

　

10
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
た
第
10
回
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
ゆ
め
半
島
千
葉
大
会
」
で
、
水
泳

競
技
の
肢
体
不
自
由
者
男
子
25
メ
ー
ト
ル
自
由
形
に
出
場
し
た

相
内
紀
貴
さ
ん
（
浜
名
・
32
歳
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

相
内
さ
ん
は
6
年
前
に
交
通
事
故
で
右
足
の
ひ
ざ
上
10
セ
ン

チ
か
ら
下
の
部
分
を
失
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
父
の
経
営
す
る

（
有
）
マ
ル
エ
イ
相
内
工
務
店
を
手
伝
い
な
が
ら
町
商
工
会
青

年
部
の
活
動
や
、
荒
馬
ま
つ
り
で
は
太
鼓
を
た
た
く
な
ど
、
地

域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

水
泳
は
2
年
前
か
ら
始
め
ま
し
た
。
一
週
間
に
3
回
、
青
森

市
の
「
青
い
森
ア
リ
ー
ナ
」
に
通
い
、
コ
ー
チ
の
指
導
を
受
け

て
い
ま
す
。
最
初
は
バ
ラ
ン
ス
が
う
ま
く
と
れ
ず
苦
労
し
た
そ

う
で
す
が
、
今
回
の
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
出
場
し
、

見
事
に
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
今
は
バ
タ
フ
ラ
イ
に
も
挑
戦

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

10
月
31
日
、
大
都
会
「
東
京
」
明
治
神
宮
で
大
川

平
荒
馬
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
勇
壮
な
「
大
川
平
荒

馬
」
を
披
露
し
、
大
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

12
月
４
日
の
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る

青
森
県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
と
こ
と
ん
青
森
Ｍ
Ａ

Ｘ　

in
原
宿
表
参
道
」
の
一
環
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
も
の
で
、
10
月
30
日
に
出
陣
予
定
の

「
荒
馬
」
は
、
台
風
の
影
響
に
よ
り
１
日
順
延
さ

れ
、
31
日
に
午
前
と
午
後
の
２
回
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
川
平
荒
馬
保
存
会
か
ら
は
15
名
が
参
加
し
、
迫

力
満
点
の
「
荒
馬
」
で
会
場
を
「
今
別
色
」
に
染

め
、
大
観
衆
か
ら
は
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
沸
き
お

こ
り
ま
し
た
。

優勝メダルを手に笑顔の
相内紀貴さん　　　　　

お
宝
自
慢
市
に
今
別
の
味
を
出
店

三社大祭の山車と立佞武多をバックにダイナ
ミックに跳ねる大川平荒馬　　　　　　　　

テントが並びにぎわった特設会場

町
自
慢
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
出
店
者
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10
月
31
日
、
ラ
ブ
・
い
ま
べ
つ
会

東
京
交
流
会
（
南
吉
雄
世
話
人
会

長
）
が
東
京
銀
座
「
た
ら
ふ
く
」
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
回
目
と
な
る
今
年
は
会
員
と
会

員
の
友
人
（
い
ず
れ
も
今
別
町
出
身

者
）
30
名
が
参
加
。
今
別
町
か
ら
は

職
員
の
他
、
北
海
道
新
幹
線
仮
称
奥

津
軽
駅
前
整
備
基
本
調
査
・
構
想
策

定
委
員
の
川
村
敏
隆
委
員
と
嶋
中
一

仁
委
員
が
、
仮
称
「
奥
津
軽
駅
」
開

業
等
に
関
す
る
情
報
発
信
と
、
首
都

圏
Ｐ
Ｒ
活
動
に
関
す
る
ご
提
言
、
ご

意
見
を
い
た
だ
く
目
的
で
参
加
し
ま

し
た
。

　

南
吉
雄
会
長
か
ら
は
「
東
京
交
流

会
も
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
11
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
一
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
会

員
の
皆
さ
ん
は
懐
石
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
な
ご
や
か
に
懇
談
し
ま
し
た
。

　

情
報
交
換
で
は
、
米
田
孝
則
参
事
よ
り
町
の
現
状
を
報
告
し
、
会
員
か
ら
は
北

海
道
新
幹
線
仮
称
「
奥
津
軽
駅
」
開
業
へ
向
け
た
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
貴

重
な
ご
意
見
や
、
町
植
樹
祭
へ
寄
附
金
を
寄
せ
て
い
る
が
、
今
後
は
公
園
等
整
備

の
た
め
に
桜
・
梅
を
植
え
た
ら
ど
う
か
と
の
提
言
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
今
別
で
の
交
流
会
開
催
希
望
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
を
思
う
強
い
気
持
ち
に
触
れ
、
交
流
会
が
今
後
も

継
続
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
、
銀
座
を
後
に
し
ま
し
た
。

英語スピーチコンテストで
加賀谷光輝君最優秀賞！　
暗唱の部で２人が優秀賞！

「小さな親切運動」で
　車椅子の贈呈　　　

１．道路に雪を捨てないでください。　　
　　除雪車でよせた雪を道路に返したり、各家

庭の雪を道路に押し出したりしないでくださ
い。

２．路上駐車はやめましょう。
　　路上の駐停車は除雪の妨げになります。

決められた場所以外での駐停車はやめましょ
う。また、故障などでやむをえず路上におく
ときは、目印に赤旗を立ててください。

３．深夜作業にご理解を。
　　除雪及び排雪作業は交通渋滞をひきおこさ

ないために、交通量の少ない夜間、早朝に行
われます。ご迷惑をおかけしますが、ご理解
ください。

り
付
け
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
小
雨
の
降

る
あ
い
に
く
の
天
候
で

し
た
が
、
青
森
森
林
管

理
署
職
員
の
協
力
を
得

て
２
時
間
ほ
ど
作
業
を

し
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
に
旧
東
北
森
林
管
理
局
青
森
分
局

よ
り
指
定
さ
れ
た
「
巨
木
を
育
む
森
」
（
今
別

八
幡
宮
周
辺
）
の
草
木
や
樹
木
に
10
月
13
日
、

今
別
町
緑
化
推
進
委
員
会
で
新
し
い
名
札
の
取

「
巨
木
を
育
む
森
」
の
　

　
　
　
　

草
木
に
名
札
を

４．作業している除雪車の30ｍ以内に近寄らな
いでください。 

　　除雪車は重機械であり、前後10ｍ位は死角
となります。また、雪の中に混じっている石
やガラス等が飛び散る場合もありますので30
ｍ以内には近寄らないようお願いします。

５．交通規制にご協力を。
　　除雪及び排雪作業を迅速・安全に進めるた

めに一時通行止めにすることがあります。ご
理解とご協力をお願いします。

６．投雪口の管理を。
　　流雪溝及び融雪溝の投雪口の管理は自己管

理を徹底してください。

除排雪作業にご協力を！

《お問合せ先》産業建設課　建設担当　電話　35－3006

米
寿
で
漢
字
検
定　

準
１
級
合
格
！

今
年
の
ラ
ブ
・
い
ま
べ
つ
会

交
流
会
で
の
山
内
辰
義
さ
ん

　

ラ
ブ
・
い
ま
べ
つ
会
会
員
で
今
別
（
後
町
）

出
身
の
山
内
辰
義
さ
ん
よ
り
、
米
寿
（
88
歳
）

で
漢
字
検
定
準
１
級
に
合
格
し
た
喜
び
を
頒
ち

合
い
た
い
と
、
町
に
十
万
円
の
寄
附
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
漢
字
検
定
準
１
級
は
難
関
で

す
。
88
歳
の
ご
高
齢
で
見
事
に
合
格
し
、
さ
ら

に
再
来
年
91
歳
で
1
級
合
格
を
目
指
す
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

現
在
、
１
級
合
格
者
に
90
歳
の
方
が
い
て
最

高
齢
な
の
で
、
１
級
合
格
最
高
齢
者
（
日
本

一
）
を
目
標
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

穏
や
か
な
表
情
で
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
達

成
す
る
こ
と
を
確
信
さ
せ
て
く
れ
る
雰
囲
気
が

十
分
に
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
、
青
森
明
の
星
高
校
主
催
の
第
９
回
中
学
生

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
今
別
中
学
校
２
年
の
加
賀

谷
光
輝
君
が
ス
ピ
ー
チ
の
部
で
１
位
（
最
優
秀
賞
）、
３

年
の
宮
本
拓
也
君
と
３
年
の
相
内
優
奈
さ
ん
が
暗
唱
の
部

で
そ
れ
ぞ
れ
２
位
（
優
秀
賞
）
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ス
ピ
ー
チ
部
門
に
出
場
し
た
加
賀
谷
君
は
テ
ー
マ
も
自

分
で
考
え
表
現
力
も
あ
り
、
発
音
も
正
確
で
大
会
で
も

堂
々
と
し
て
い
た
と
指
導
に
当
た
っ
た
宮
本
先
生
が
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
別
中
学
校
は
毎
年
の
よ
う
に
東
郡
英
語
弁
論
大
会
や

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
獲
得
し
て
お

り
、
今
回
も
３
人
が
大
会
に
出
場
し
そ
ろ
っ
て
賞
を
獲
得

で
き
た
こ
と
に
、
学
校
中
が
喜
び
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

10
月
21
日
、
26
日
、
28
日
の
３
回
に
わ

た
り
、
７
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
軽
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
と
町
民
の
体
力
増
進
・
親
睦
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
「
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
」
が
今
別
中
学
校

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
職
場
の
仲

間
や
、
気
の
合
っ
た
仲
間
で
チ
ー
ム
を
編

成
し
、
和
気
あ
い
あ

い
の
雰
囲
気
の
中
で

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
通
じ
て
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

リ－

グ
戦
結
果

１
位　

ヤ
ン
グ
＆

　
　
　
　

シ
ル
バ
ー

２
位　

マ
マ
さ
ん

３
位　

ウ
ー
マ
ン

　
　
　

デ
ラ
ッ
ク
ス

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で

　
　
仲
間
の
き
ず
な
を
深
め
ま
し
た

楽
し
げ
な
声
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
で
す
。

　

10
月
28
日
に
「
小
さ
な
親
切
運
動
」
青

森
県
本
部
（
本
部
長　

青
森
銀
行
頭
取　

加
福
善
貞
）
で
、
双
樹
苑
「
な
か
や
ま

荘
」
へ
車
椅
子
２
台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

「
小
さ
な
親
切
運
動
」
は
昭
和
38
年
か

ら
始
ま
っ
た
運
動
で
そ
の
輪
は
全
国
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
車
椅

子
寄
贈
運
動
を
行
っ
て
お
り
、
青
森
県
本

部
で
は
今
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
施
設
や
学

校
等
へ
車
椅
子
を
寄
贈
し
、
12
年
間
で
累

計
95
台
に
な
り
ま
し
た
。
「
な
か
や
ま

荘
」
へ
の
贈
呈
に
は
青
森
銀
行
常
務
取
締

役
、
佐
々
木
亨
本
店
営
業
部
長
が
訪
れ
ま

し
た
。

中央の車椅子が今回寄贈され
たものです　　　　　　　　

田中裕文氏
　

10
月
20
日
、
嶋
中

幸
男
氏
（
鍋
田
・
60

歳
）
と
田
中
裕
文
氏

（
大
川
平
・
60
歳
）

に
自
衛
隊
青
森
地
方

協
力
本
部
長
よ
り
自

衛
官
募
集
相
談
員
の

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
両
氏
と
も

継
続
で
、
委
嘱
期
間

は
委
嘱
の
日
か
ら
２

年
間
で
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
紹
介

嶋中幸男氏

いまべつを愛する皆さんが銀座に結集！

大会に出場した３人がそろってトロフィを獲得！
右から宮本君、加賀谷君、相内さん、宮本先生　
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　最近、年金事務所職員を装いご自宅を訪問し、「年金の手続き
が終わっていない。ご本人に代わって手続きをするので手数料を
払ってほしい。」などと言い、その場で現金を請求するような事
例が報告されています。
　年金事務所の職員がご自宅を訪問し、年金手続きの手数料を請
求することはありません。
　年金事務所の職員を名乗った訪問や電話で不審な点がありまし
たら、その場で対応することなく、年金事務所へ確認するなど十
分にご注意ください。
　なお、年金事務所の職員が訪問する際は、身分証明書を携帯し
ておりますのでご確認願います。
《お問合せ先》青森年金事務所国民年金課　017－734－7499

「年金事務所職員を名乗る詐欺」にご注意！

　凍結を防ぐには、水道管や蛇口に布切れや専用の保温材を巻
き、ぬれないようにビニール等を巻きましょう。凍結して水が出
ない場合は、蛇口を開け、凍った部分にタオル等をかぶせ蛇口の
方からぬるま湯をまんべんなくゆっくりかけましょう。また、水
道管が破裂または、ヒビ割れした場合は、町公認水道業者に連絡
して修理して下さい。
　　★相内管工設備　35－3422　　★みちのく設備　35－3461
　　★上 磯 衛 生 社　35－2179
　　★田 中 水 道　35－2675
　　★武　　蔵　　屋　35－2677

水道にも冬じたくを！　★忘れずに水抜き凍結防止★

《お問合せ先》役場水道課 　　

　　　　　電話　35－3007

　シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金の請求受付が、平
成22年10月25日（月）から始まりました。
・対象者は、戦後強制抑留者で平成22年６月16日に日本国籍を有

するご存命の方です。
・請求受付期間は、平成22年10月25日～平成24年３月31日です。
・当基金から請求書類をお送りします。まだ、お手元に届いてい

ない方は、当基金にお電話下さい。
　（ご連絡・お問い合せ先）
　　　独立行政法人平和祈念事業特別基金事業部特別給付金担当
　　　　0570－059－204（ナビダイヤル）
　　　　（ＩＰ電話、ＰＨＳからは03－5860－2748）
　　　　受付時間　平日９：00～18：00
　　　　　　　　　（土曜、日曜、祝日はご利用いただけません）

戦後強制抑留者の皆様へ

予防接種はもう受けましたか？

　昨年は「新型インフルエンザ」が大きな話題となったので、予防接種を

受ける方も多かったのではないでしょうか。今年のインフルエンザも12月

頃より流行が予測されています。予防接種は感染しても症状を軽くする効

果が期待できます。ワクチンは流行期前まで受けることが望ましく、予防

接種をまだ受けていない方は早めに受けるようにしましょう。町内の医療

機関で受ける方は12月中旬までに直接医療機関へ申

し込みをするようにしてください。

　不明な点につきましては、町民福祉課保健師まで

お問い合わせください。

（お問い合わせ先　役場町民福祉課　35－3004）

インフルエンザ対策の基本は？

12月10日から16日までは
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です

①か か ら な い・・・感染を予防するためにこまめな手洗

　　　　　　　　　　　い・うがいを徹底しましょう。

②重症化させない・・・ワクチン接種

③う つ さ な い・・・人に向かって咳やくしゃみをしない。

　　　　　　　　　　　咳の症状がある時はマスクをしましょう。

町職員の給与等の状況をお知らせします！
○今別町職員数の状況（各年４月１日現在）

区　分
職　　員　　数（人） 対　前　年　増　減　数（人）

平成20年 平成21年 平成22年 平成20年 平成21年 平成22年
合　計 ８７ ８１ ７５ ▲８ ▲６ ▲６

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。
○定員適正化計画の年次進捗状況（実績）の概要（各年４月１日現在。平成20年以降は教育長を含む）

区　分 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 削減人数合計 削減率
職　員　数 109 101 95 88 82 76 33 30.3

※　計画期間は、平成17年から平成22年の５年間です。
○職員の給料月額及び平均年齢の状況（３年間の推移）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○職員の初任給状況　（Ｈ22．４．１現在）

一般行政職 技能労務職 区　分 決定初任給
年月日 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額

一般行政職
大卒

１７２，２００円
平成20年４月１日現在 51.5歳 ３４７，３００円 48.2歳 ３００，７２０円 （１６７，０３４円）
平成21年４月１日現在 52.1歳 ３４６，７００円 45.3歳 ２８６，１００円

高卒
１４０，１００円

平成22年４月１日現在 52.8歳 ３６４，８００円 46.3歳 ２９８，０００円 （１３５，８９７円）
※　町では平成16年度から給料月額の段階的な削減を行っています。　　　　　　　　　　　　 ※　カッコ内は町独自削減後の初任給
　　平成21年12月から４～８％の削減を行っています
○特別職の報酬等の状況 ※町では平成21年12月から特別職給料及び議員報酬の削減も７％から30％行っています。（Ｈ22. ４. １現在）

区　分 給　　　料 報　　　酬
町　長 副町長 教育長 議長 副議長 議員

月　額 ５７５，０００円 ４９５，０００円 ４５４，０００円 ２６３，０００円 ２２５，０００円 ２１５，０００円
21年12月から削減後の月額 ５７５，０００円 ４３５，６００円 ４２２，２２０円 １８４，１００円 １５７，５００円 １５０，５００円

公
認
水
道
業
者
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放
課
後
子
ど
も
教
室
で
小
学
生
に
「
さ
や

か
先
生
」
と
呼
ば
れ
る
に
こ
や
か
な
女
性
に

出
会
い
ま
し
た
。
放
課
後
子
ど
も
教
室
安
全

管
理
員
を
務
め
る
上
野
紗
耶
佳
さ
ん
で
す
。

　

紗
耶
佳
さ
ん
は
平
成
21
年
４
月
か
ら
、
町

教
育
委
員
会
の
委
嘱
を
受
け
放
課
後
子
ど
も

教
室
安
全
管
理
員
を
務
め
て
い
ま
す
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
々
や
他
の
安
全
管
理
員

の
中
で
最
も
若
く
、
子
ど
も
た
ち
と
年
齢
が

①
工
藤　

将し
ょ

太う
た

く
ん

②
浜　

名

③
警
察
官

　

信
号
無
視
を
し
た
り
、
よ
っ
ぱ
ら

い
運
転
を
し
て
い
る
人
を
捕
ま
え
る

こ
と
が
で
き
る
警
察
官
に
な
り
た
い

で
す
。

　

よ
っ
ぱ
ら
い
運
転
は
ゆ
る
し
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
、
今
か
ら
勉
強
を

が
ん
ば
り
ま
す
。

　

中
学
校
に
行
く
と
、
図
工
が
む
ず

か
し
く
な
る
の
で
、
が
ん
ば
り
ま

す
。

編

集

後

記

まちの行事予定� （12／１～１／10）

※行事予定名・開催場所・担当を掲載しています。

12 ／３（金）・人権、行政相談日《中央公民館》 総　務

　　５（日）・今別町総合福祉展《開発センター》 社　福

　　６（月）・「こんにちは！知事です」《今別中学校》 教　育

　　11（土）・冬の交通安全県民運動（20日まで） 総　務

　　18（土）
・友好町（知内町）締結20周年記念交流会 今別町

《知内町中央公民館》

　　22（水）
・今別小、中学校２学期終業式 教　育

・第４回キクの会《開発センター》 社　福

　　27（月）

・国民健康保険税第５期納期限 税　務

・町、県民税第３期納期限 税　務

・介護保険料第５期納期限 福　祉

・後期高齢者医療保険料第６期納期限 町　民

　　28（火）・官公庁仕事納め 今別町

１／４（火）・官公庁仕事始め 今別町

上
　
野

　
紗さ

耶や

佳か
　

さ
ん

�
(

今
別　

24
歳
） ⑨

放課後子ども教室安全管
理員の紗耶佳さん　　　

1
番
近
い
せ
い
も
あ
っ
て
、
放
課
後
子
ど
も

教
室
に
や
っ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
に
と
て
も

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　

11
月
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
担
当
表
で

は
、
紗
耶
佳
さ
ん
は
10
回
以
上
も
出
番
が
あ

り
ま
し
た
。
紗
耶
佳
さ
ん
の
他
に
６
人
の
放

課
後
子
ど
も
教
室
安
全
管
理
員
の
方
が
い
ま

す
。
安
全
管
理
員
３
人
で
１
回
の
放
課
後
子

ど
も
教
室
の
担
当
を
し
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
伺
う
と
沙
耶
佳
さ
ん

は
「
若
く
て
、
子
ど
も
達
に
と
て
も
人
気
が

あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
紗
耶
佳
さ
ん

も
「
子
ど
も
た
ち
と
遊
ぶ
の
が
楽
し
い
。
子

ど
も
教
室
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
仕
方
が
な

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

紗
耶
佳
さ
ん
は
、
土
曜
、
日
曜
、
祭
日
に

は
竜
飛
・
今
別
漁
業
協
同
組
合
本
所
の
直
売

セ
ン
タ
ー
「
も
じ
ょ
く
」
の
販
売
員
を
し
て

い
ま
す
。
魚
や
魚
貝
の
加
工
品
な
ど
の
ほ
か

に
「
も
じ
ょ
く
ア
イ
ス
」
を
販
売
し
て
い
ま

す
。 

１
個
１
０
5
円
の
「
も
じ
ょ
く
ア
イ

ス
」
を
買
い
求
め
に
子
ど
も
達
が
や
っ
て
き

ま
す
。
紗
耶
佳
さ
ん
を
慕
っ
て
く
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
日
曜
日
に
は
中
学
生
も
ア

イ
ス
を
買
い
に
よ
く
来
る
そ
う
で
す
。
魚
で

は
「
ヒ
ラ
メ
」
が
良
く
売
れ
る
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

お
年
頃
の
紗
耶
佳
さ
ん
。
子
供
た
ち
や
魚

と
の
触
れ
合
い
ば
か
り
で
な
く
、
き
ら
り
輝

く
よ
う
に
自
分
磨
き
も
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

放課後子ども教室で最高の笑顔を見せる
紗耶佳さん。（後列）　　　　　　　　

　町では、ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯を対象にし
た福祉安心電話サービス事業を行っています。内容は、
病気等緊急事態の際に通報連絡に対するシステムと、日
常生活上の悩みや心配事などの相談に対するシステムを
セットにした制度です。加入する場合は、今お使いの電
話に緊急通報装置を接続します。緊急通報はすべて青森
県社会福祉協議会の中央センターへ、相談連絡は町社会
福祉協議会へつながります。
　この事業の給付を受けることができる方は、今別町に
居住し、おおむね65歳以上の在宅の要援護老人及びひと
り暮らし老人の方です。申込は今別町社会福祉協議会へ
手続きしてください。
《お問合わせ》今別町社会福祉協議会　　　35－3081
　　　　　　　役場町民福祉課福祉担当　　35－3004

　
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
日
が
い
よ
い
よ

や
っ
て
き
ま
し
た
。
蓬
田
～
蟹
田
バ
イ
パ
ス

が
11
月
11
日
に
開
通
。
今
別
町
に
も
光
フ
ァ

イ
バ
ー
が
整
備
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
が
早
く
な
り
、
光
電
話
等
の
サ
ー
ビ
ス
が

始
ま
り
ま
す
。
周
り
が
ど
ん
ど
ん
高
速
化
さ

れ
て
い
く
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
一
年
が
あ
ま

り
に
も
早
く
過
ぎ
て
行
き
ま
す
。
気
が
つ
い

た
ら
も
う
師
走
で
す
。
私
に
と
っ
て
は
、
せ

わ
し
な
い
一
年
で
し
た
。

　
私
た
ち
が
毎
日
目
に
し
、
そ
こ
に
あ
る
の

が
当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
も
の

が
、
実
は
す
ご
い
財
産
で
あ
る
と
気
づ
か
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
健
康
も
そ
の
一
つ
で
す
。
今
年
も
あ
と
少

し
。
健
康
に
十
分
留
意
し
、
新
し
い
年
を
迎

え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
広
報
担
当

　
木
津
歌
子
）

（10月１日から31日までの届出分）

お悔やみ申し上げます

　山　田　キ　ミ（85）奥平部

　小　鹿　萬　喜（72）大川平

　上　野　ふ　み（84）大　泊

　相　内　きみ江（89）二　股

今別の姿
（平成22年10月31日現在）

　面　積　 125.28㎢
　人　口　　3,455人（－ 9）

　　男　　　1,616人（－ 4）

　　女　　　1,839人（－ 5）

　世帯数　　1,572　（－ 3）
　　　　　　　（　）内は前月比

　掲載を希望されない方は、届出の時に町民福祉

課町民担当へ申し出て下さい。また、東奥日報・

東奥ウェブについても同様申し出て下さい。

「福祉安心電話サービス」のお知らせ

「いじめかな　見て見ぬふりより　一報を」

善意コーナー
　町民ふれあい文庫に本の寄贈がありました。間山春美
さん（今別）、中道千鶴子さん（今別）。ありがとうござ
いました。

「
今
別
小
学
校
６
年
生
」

①
氏
名 

②
地
区
名 

③
将
来
の
夢

町
の
元
気
な
子
ど
も
達


町
の
た
か
ら

※
町
に
住
所
を
有
す
る
３
歳
以
下
（
平
成
19
年

４
月
２
日
誕
生
日
以
降
）
の
子
ど
も
さ
ん
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
ず
つ
歩
く
の
も
上
手
に
な
っ

て
、
ご
飯
も
食
べ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
病
気
を
せ
ず
、
健
康

に
成
長
し
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
。

　
　
（
母
　
貴
子
さ
ん
の
願
い
）

森　

田　

愛あ
い　

子こ
　

ち
ゃ
ん

（
今
別
地
区
）




